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地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

阿波市、上板町の農家、企業を中心に依頼された作業を週3日程

度行っている。主に農作業（苗の植え付け、収穫、袋詰め、除草

等）を行い、農家、企業の効率化に貢献している。利用者数は1

日５名程度で、状況によって増減する。

担い手不足等の理由により地域農業が衰退する中、農業を営む者

が効率的な運営を行うことで地域農業が発展し、また障がい者の

就職先の選択肢の一つとして農業を位置づけ、知識、技術を習得

し先には一般就労し、経済的に自立することを目的としている。

地域が同じであるため、どの農家も栽培する作物は同じものが多

いが、農家によって栽培方法等違いがあり、それに合わせて作業

するため、いろいろな栽培方法等が学べる利点がある。今任され

ていない作業も任され、更なる技術向上につながるよう一つ一つ

の作業を確実に行っていきたい。

ジャパンブルー上板は、上板町の伝統産業やものづくりを活かした新たな人の流れを構築し、地方創生を実現する

ための人材育成を図ることを目的とし、「藍」を活用した地域づくりや上板熱中小学校の企画・運営など、活力あ

る地域づくりのために様々な事業に取り組んでいる。2021年4月1日には伝統工芸体験施設「技の館」の管理運営

が始まり、やるべきことが多くある中、地元で就労継続支援A型事業を行う貴法人と連携することで効率的な事業

運営が可能となっている。活力ある地域づくりを進めていくために今後も連携関係を続けていこうと考えている。

藍の植え付け作業

除草、石拾い

様式１


